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【画像説明文】
新しいサイエンスの開拓には新しい装置の開発およびそれを用いた予備研究の試行が重要です．Z45計

画では，星形成領域からやってくる CCS分子の輝線のゼーマン分裂を検出し，星間磁場の強度を測定す
ることが目標でした．そのために，偏波受信機 Z45を開発し，ミリ波帯では世界最大級の口径を持つ野
辺山 45 m電波望遠鏡に搭載しました．図は Z45受信機の設計図と 45 m鏡に設置されている受信機の写
真です．Z45の特徴は，上部に偏波較正のワイヤーグリット装置が取り付けられている点です．この受信
機を用いて，おうし座 TMC-1コアに強い磁場が付随していることが分かりました．この予備研究が，近
い将来，稼働予定の ALMA Band-1受信機を用いた研究へとつながることを目指しています．
【今月の表紙デザイン】
日本には古くから，星の並びや特徴，地域によって様々な和名がある．冬の夜空を彩るオリオン座よ

り，三つ星と小三つ星を合わせた「カラスキ（犂）星」をモチーフにした創作切り絵．犂は，家畜（牛や
馬）に引かせて田畑の耕起作業を行う道具．

�e three stars of Orion’s belt and below contains the great Orion Nebula （Messier 42）.
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